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第２次基本集計（全数集計）結果の矢島町の概要

要　約

　［労働人口・就業者数・完全失業者数］

　平成12年10月1日現在の15歳以上人口5,363人のうち、労働力人口は3,324人で前

回国勢調査の平成7年に比べ374人（10.1％）減少した。このうち、就業者数は3,251人

で前回より375人（10.3％）減少し、昭和45年以降減少が続いている。就業者数を男女別

にみると、男が1,803人（就業者全体の55.5％）、女が1,448人（44.5％）となっている。

また、完全失業者数は73人で前回より1人（1.4％）増加した。

　［産業別就業者数］

　平成12年10月1日現在の就業者数を産業３部門別にみると、第１次産業533人（就

業者全体の16.4％）、第２次産業1,376人（42.4％）、第３次産業1,340人（41.2％）と

なっている。

　昭和30年以降の産業３部門別就業者数の推移をみると、第１次産業は減少が続いてお

り、第２次産業は今回平成12年で減少に転じた。第３次産業は一貫して増加している。

　産業大分類別就業者数は、製造業が931人（就業者全体の28.6％）で前回平成7年に引

き続き最多となり、次いでサービス業620人（19.1％）、農業497人（15.3％）、建設業444

人（13.7％）、卸売・小売業、飲食店443人（13.6％）の順となっている。前回の平成7年

と比べ就業者数が増加したのは、サービス業61人（前回比10.9％）、不動産業1人（前回

比33.3％増）、鉱業1人のみで、他の産業では就業者数は減少しており、減少数が大きいの

は製造業169人（前回比15.4％減）、農業103人（17.2％）などである。

（増減数及び増減率は平成7年から平成12年までの増減による。▲はマイナス。）

区　　分� 昭和60年� 平成2年� 平成7年� 平成12年� 増減数� 増減率�

総人口�

計� 7,329 7,143 6,741 6,246 ▲ 495 ▲ 7.3

男� 3,566 3,471 3,278 2,999 ▲ 279 ▲ 8.5

女� 3,763 3,672 3,463 3,247 ▲ 216 ▲ 6.2

15歳以上�
人口�

計� 5,939 5,826 5,641 5,363 ▲ 278 ▲ 4.9

男� 2,840 2,759 2,699 2,532 ▲ 167 ▲ 6.2

女� 3,099 3,067 2,942 2,831 ▲ 111 ▲ 3.8

労働力人口�
（Ａ＋Ｂ）�

計� 4,180 3,937 3,698 3,324 ▲ 374 ▲ 10.1

男� 2,325 2,185 2,076 1,849 ▲ 227 ▲ 10.9

女� 1,855 1,752 1,622 1,475 ▲ 147 ▲ 9.1

就業者数Ａ�

計� 4,120 3,890 3,626 3,251 ▲ 375 ▲ 10.3

男� 2,282 2,154 2,031 1,803 ▲ 228 ▲ 11.2

女� 1,838 1,736 1,595 1,448 ▲ 147 ▲ 9.2

完全�
失業者数Ｂ�

計� 60 47 72 73 1 1.4

男� 43 31 45 46 1 2.2

女� 17 16 27 27 0 0.0



　6月1日、商業統計調査が

　　　　　　　全国一斉に行われます。

　この調査は、商業の実態を明らかにし、国や

都道府県・市区町村における商業の育成、中心

市街地の活性化など流通産業施策のための基礎

資料となるものです。

　全国の卸売業、小売業を営むすべての事業所

が調査の対象となります。5月下旬から調査員

が各事業所に伺います。皆様のご協力をお願い

いたします。

　産業３部門別就業者数の推移

（総数には「分類不能の産業」を含む。）

　産業大分類別就業者数

（総数には「分類不能の産業」を含む。全国構成比は「１％抽出速報集計」による。）

昭和30年� 昭和40年� 昭和50年� 昭和60年� 平成2年� 平成7年� 平成12年�

総　　数� 4,755 4,445 4,428 4,120 3,890 3,626 3,251

第１次産業� 3,212 2,455 1,744 1,055 847 639 533

（構成比）� 67.6 55.3 39.3 25.6 21.8 17.6 16.4

第２次産業� 491 743 1,291 1,688 1,670 1,565 1,376

（構成比）� 10.3 16.7 29.2 41.0 42.9 43.3 42.4

第３次産業� 1,052 1,243 1,393 1,377 1,372 1,417 1,340

（構成比）� 22.1 28.0 31.5 33.4 35.3 39.1 41.2

産業大分類� 昭和60年�平成2年�平成7年�平成12年�
平成7年～平成12年� 平成12年構成比�

増減数� 増減率� 矢島町� 秋田県� 全国�

総　　数� 4,120 3,890 3,626 3,251 ▲ 375 ▲ 10.3 100.0 100.0 100.0

第
 
１
 
次
�

農　業� 987 794 600 497 ▲ 103 ▲ 17.2 15.3 10.3 4.8

林　業� 68 53 39 36 ▲ 3 ▲ 7.7 1.1 0.5 0.1

漁　業� 0 0 0 0 0 - 0.0 0.2 0.4

第
 
２
 
次
�

鉱　業� 0 1 0 1 1 - 0.1 0.2 0.1

建設業� 490 441 465 444 ▲ 21 ▲ 4.5 13.7 12.8 10.0

製造業� 1,198 1,228 1,100 931 ▲ 169 ▲ 15.4 28.6 17.9 19.6

第
 
３
 
次
�

電気・ガス・熱供給・水道業� 11 12 14 14 0 0.0 0.4 0.6 0.5

運輸・通信業� 121 120 97 81 ▲ 16 ▲ 16.5 2.5 4.9 6.3

卸売・小売業、飲食店� 496 501 514 443 ▲ 71 ▲ 13.8 13.6 20.3 22.8

金融・保険業� 65 62 66 43 ▲ 23 ▲ 34.8 1.3 2.1 2.8

不動産業� 3 4 3 4 1 33.3 0.1 0.4 1.2

サービス業� 548 536 559 620 61 10.9 19.1 25.8 26.8

公務（他に分類されないもの）� 132 137 164 135 ▲ 29 ▲ 17.7 4.2 4.0 3.5



建設工事の実施にあたっては

が必要です。

平成14年5月30日から分別解体等及び再資源化等が義務付けられます。
　　近年、建設廃棄物の発生量の増加により、最終処分場の不足や不法投棄など様々な問題が生じています。

　循環型社会を実現していく上で、建設廃棄物についても、再び資源として利用することが強く求められています。

②建てる前から考えて

　再資源化施設に持ち込まれた建設資材は、それぞれ、再生砕石や再生アスファルト、木材チップなどにリ

サイクルされます。

　家を建てる際は、解体するときのことを想定して、リサイクルしやすい建築構造や材料を建設業者などと

一緒に考えることが必要です。また、建物を修繕しながら使うことで、建物の寿命を延ばし、廃棄物の排出

量を抑制する努力をすることも大切です。

　お問い合わせは・・・秋田県建設交通部建設管理課、建築住宅課、または、由利建設事務所まで。

①分別することが大切です

　平成12年5月、建設リサイクル法が公布され、平成14年5月30日から実施されます。

　従来は、建築物を分別せずに一挙に解体していました。しかし、建設リサイクル法施行後は、工事受注者

は資材ごとに分別しながら解体する分別解体を行うとともに、その建設廃棄物の再資源化が義務付けられま

す。また、発注者（建築物の所有者など）は、それらの費用を適正に負担しなければいけません。

問　どのようなことが義務付けられますか？
答　建物などを解体する場合、分別解体と再資源化をしなければいけません。
　　①対象建設工事は、解体工事…80㎡以上、新築工事…500㎡以上、修繕…1億円以上、土木工事　
　　　500万円以上となります。
　　②コンクリート及びコンクリートと鉄から成る建設資材、木材、アスファルト・コンクリートにつ
　　　いては、一定の基準に伴い、工事現場で分別しなければいけません。
　　③対象建設工事の受注者は分別解体によって生じた②の建設廃棄物について、再資源化しなければ
　　　いけません。

問　家主は何をすればいいのですか？
答　①分別解体などの計画内容について、工事業者から説明を受けます。
　　②建設許可業者か解体工事登録事業者のどちらかに、工事を発注します。
　　③分別解体などの計画を内容とする解体工事届出を提出します。（工事箇所が秋田市内であれば秋田
　　　市役所へ、それ以外であれば各建設事務所へ）
　　④契約に当たって、分別解体などの費用を明記し、その費用をきちんと支払います。
　　⑤元請業者から再資源化などの報告を受け、適正にリサイクルされたかチェックします。

分別

・コンクリート廃材

・アスファルト廃材

・廃木材

リサイクル

・再生砕石

・再生アスファルト

・木材チップ

これからの

建物解体は

こうなります！



　
今
、
市
町
村
で
は
、
地
方
分
権

の
進
展
に
よ
り
総
合
的
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
多
様
化
・
高
度
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
対
す
る
行
政

の
的
確
な
対
応
、
行
財
政
基
盤
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
で
は
市
町
村
合
併
の
理

解
を
深
め
よ
う
と
、
寺
田
知
事
が

県
内
の
各
市
町
村
に
出
向
い
て
町

長
、
町
議
会
議
員
と
意
見
交
換
を

す
る
「
知
事
と
語
ろ
う
合
併
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
て
お
り
、
４
月
11

日
（
木
）
、
日
新
館
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
市
町
村
合
併
に
関
し
て
、
町
長
、

議
員
が
県
知
事
に
対
し
て
質
問

し
、
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

質
問
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

質
問
（
Ｑ
）
回
答
（
Ａ
）
（
抜
粋
）

Ｑ
、
合
併
し
な
い
場
合
、
５
千
人

の
町
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
か
？

Ａ
、
交
付
税
が
現
状
の
６
割
〜
７

割
ま
で
削
減
さ
れ
る
事
に
よ
り
過

疎
化
の
推
進
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

　
ま
た
、
合
併
し
た
場
合
は
管
理

部
門
（
総
務
関
係
）
は
中
央
へ
集

約
さ
れ
、
現
場
部
門
は
現
状
の
状

況
で
行
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ
、
合
併
し
た
場
合
、
町
民
の
声

が
届
き
に
く
く
な
る
と
思
わ
れ
る

が
ど
う
か
？

Ａ
、
地
域
市
議
会
な
ど
を
つ
く
り

地
域
の
意
見
を
集
約
し
て
反
映
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
、
合
併
し
た
場
合
、
各
自
治
体

の
サ
ー
ビ
ス
の
差
が
生
じ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
低
い
サ
ー
ビ
ス
に
合

わ
さ
れ
な
い
か
？

Ａ
、
法
定
協
議
会
上
で
各
市
町
と

議
論
し
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　
当
日
、
日
新
館
に
は
町
民
約
150

名
が
傍
聴
さ
れ
、
本
町
に
お
い
て

も
市
町
村
合
併
へ
の
関
心
の
高
さ

が
伺
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
、
各
集
落
に
お
い

て
合
併
説
明
会
を
開
催
し
、
町
民

皆
様
と
議
論
を
重
ね
、
矢
島
町
の

将
来
を
考
え
進
む
方
向
を
判
断
し

て
い
き
ま
す
。

　
４
月
６
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
５
日
は
運
動
に
先
駆
け
、

日
新
館
に
お
い
て
矢
島
地
区
交
通

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
矢
島
町
、

鳥
海
町
両
町
の
１
年
間
の
無
事
故

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
の
冒
頭
で
長
年
に
わ
た

る
交
通
安
全
運
動
の
功
績
を
た
た

え
、

　
団
体
　
矢
島
中
学
校

　
個
人
　
小
川
　
邦
則
　
氏

に
秋
田
県
警
察
本
部
長
並
び
に
秋

田
県
交
通
安
全
協
会
長
の
連
名
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　
期
間
中
は
、
通
学
路
の
街
頭
指

導
を
は
じ
め
、
新
入
学
の
児
童
、
園

児
へ
メ
ト
ロ
帽
、
ラ
ン
ド
ゼ
ル
カ

バ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
の

活
動
を
展
開
し
、
期
間
中
の
人
身

交
通
事
故
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

新　職　員　紹　介

氏　　名　東海林　ひろ子（舘町）

生年月日　昭和５８年７月２８日

星　　座　しし座　血 液 型　Ａ型

趣味特技　映画鑑賞

　　　　　茶道

《ひとこと》
　今春から矢島町生活環境課で働くことにな

りました東海林ひろ子です。仕事を早く覚

え、皆様のお役に立てるよう一生懸命頑張り

ますので、よろしくお願いします。

　
知
事
と
語
ろ
う

　
　
　
　
　
市
町
村
合
併
ト
ー
ク

来
町
さ
れ
た
寺
田
知
事

知
事
に
質
問
す
る
佐
藤
議
員

町
民
約
150
名
が
傍
聴
　
　
　

園児へメトロ帽のプレゼント



「やしま駅の市・酒蔵の市」

　やしま駅前活性化実行委員会では昨年に引き

続き地域共創イベント「やしま駅の市・酒蔵の

市」を開催します。

日　　時　５月３日（金）

　　　　　　午前１０時～午後４時

開催場所　駅前広場

　　　　　（インフォメーションセンター脇）

内　　容　●「大館曲げわっぱ太鼓」

　　　　　　　　　　　　　　大沢しのぶ

　　　　　　（全国和太鼓コンクール優勝者）

　　　　　●「矢島スマイル会」による

　　　　　　　華々しい踊り

　　　　　●鳥海山麓線「おばこ号」

　　　　　　　　　　　無料列車運行など

※インフォメーションセンター２階では矢島高

校生の海外ボランティアワークキャンプ in ネ

パールの写真展も開催しております。

山火事の予防について

　新緑の季節までは非常に山火事が
発生しやすいので、次の点を守り山
火事防止にご協力願います。
１、強風又は乾燥の時は、たき火、
　　火入れをしないこと。
２、たき火の場所を離れる時は完全
　　に消火すること。
３、枯れ草等のある危険な場所で
　　は、たき火等をしないこと。
４、タバコの吸いがらは、必ず消　
　　すこと。
５、車から、タバコの吸いがらを　
　　投げ捨てないこと。
６、山林等での火入れの際は
　　町役場等から許可を必ず受け、
　　消防署へ届け出ること。

　　（矢島地区消防組合消防署）

ご
自
宅
の
洗
濯
機
は

大
丈
夫
で
す
か
？

　
４
月
３
日
に
シ
ャ
ー
プ
は
、
小

形
全
自
動
洗
濯
機
か
ら
発
煙
、
発

火
の
恐
れ
の
あ
る
左
記
の
機
種
に

つ
い
て
点
検
及
び
修
理
を
無
料
で

実
施
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
ご
自
宅
等
で
使
用
し
て
い
る
機

種
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
４
０
４
６
６
０

（
土
、
日
曜
日
含
む
午
前
９
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
）
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
記

　
一
九
九
八
年
（
平
成
10
年
）
11

月
か
ら
一
九
九
九
年
（
平
成
11
年
）

12
月
ま
で
の
製
造
期
間
で
左
記
の

機
種
の
も
の
。

（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

型番号
ＥＳ－４２ＤＳ
ＥＳ－Ｆ４Ａ
ＥＳ－Ｊ４２ＵＰ
ＥＳ－ＳＬ４２Ｙ
ＥＳ－Ｂ４３
ＥＳ－Ｆ４ＡＵＰ
ＥＳ－ＪＮ４２
ＥＳ－ＹＡ４２
ＥＳ－Ｄ４２ＪＮ
ＥＳ－Ｇ４２ＪＮ
ＥＳ－Ｌ４２
ＥＳ－ＤＢ４２
ＥＳ－Ｈ４２
ＥＳ－Ｓ４Ａ
ＥＳ－ＤＳ４２
ＥＳ―Ｋ４２
ＥＳ―ＳＬ４２Ｙ２
ＥＳ―Ｒ４２Ａ

　
矢
島
町
消
防
団
の
幹
部
が
、
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

退
職
幹
部

第
２
分
団
長
　
土
田
　
弘
喜

第
３
分
団
長
　
滝
野
由
紀
夫

〃
副
分
団
長
　
鈴
木
　
晃

第
５
分
団
長
　
黒
木
　
隆
人

退
職
さ
れ
た
幹
部
の
方
々
は
、
長

年
の
ご
労
苦
に
対
し
ま
し
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

再任された佐藤団長

消防幹部の異動のお知らせ

羽後本荘発（矢島行）�矢島発（羽後本荘行）�

発� 着� 発� 着�

９：５６�１０：３７�１２：２０�１３：０１�

１０：５５�１１：３６�１４：４０�１５：２０�

１２：２０�１３：０１�１５：４０�１６：２１�

矢島町消防団組織�
団　長　佐藤　國弘（再任）�
副団長　佐藤　近美（再任）�
副団長　金子　嘉博　　　　�

分　団� 分団長� 副分団長� 管轄地域�

団本部� 清水　隆司� 小番竜太郎� 矢島町全域�

第１分団� 佐藤　　祥�
三浦　公文�
渡辺　　憲�

田中町、舘町�
荒沢　　　　�

第２分団� 小番　　敏� 佐藤　博喜� 七日町�

第３分団� 佐藤　孝一� 佐藤　一弘�城内、矢島町�

第４分団� 佐藤　義之� 佐藤　　弘� 元町�

第５分団� 木村　健治�
茂木　清也�
佐藤　　悟�

坂之下、新荘�
立石　　　　�

第６分団� 三浦　　仁� 三浦　正敏� 木在、川辺�



大名茶道４００年の歴史

　　　
　昨年開館致しました歴史交流館において、遠州茶道宗家　紅心

　小堀宗慶宗匠氏をお招きし、講演会と茶会を開催いたします。

遠州流茶道の流祖であります小堀遠州公と生駒家三代当主・正俊

公は、共に藤堂高虎の養女を室としており、浅からぬ縁で結ばれ

ていることから、この事業を開催する運びとなりました。町民多

数のご聴講・茶会へのご参加をお待ちいたしております。

　　　　開催日　　５月１９日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　場　所　　矢島町歴史交流館　道益苑・龍源寺

　　　　日　程　　午前１０時～１０時３０分　生駒家献香（龍源寺）

　　　　　　　　　午前１０時３０分～１１時　宗家講話「日本のゆくべき道」（龍源寺）

　　　　　　　　　午前１１時１５分～午後２時３０分　茶　会　　（道益苑）

　　　　講　師　　遠州茶道宗家　紅心　小堀宗慶宗匠　氏

　準備の都合上、前売茶券（５００円）を販売いたします。

　役場（総務課）・日新館・矢島駅でお求め下さい。　　※お問合せ先　役場総務課　℡５５―４９５１

　  

郷
土
資
料
館
の
企
画
展
示
が
、
か
わ
り
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
島
町
発
掘
報
告
展
　
開
催
中
！

　
昨
年
度
、
教
育
委
員
会
で
は
、
ほ
場
整
備
に
係
る

発
掘
調
査
を
木
在
地
区
で
２
ヶ
所
（
山
ノ
田
遺
跡
と

上
木
在
調
査
区
）
、
元
町
地
区
で
２
ヶ
所
（
元
町
谷
地

遺
跡
と
九
日
町
遺
跡
）
の
計
４
ヶ
所
で
行
い
、
そ
の

出
土
品
か
ら
、
矢
島
町
の
縄
文
時
代
（
約
四
千
年
前
）

と
平
安
時
代
（
約
一
千
年
前
）
、
室
町
時
代
（
約
五
百

年
前
）
、
江
戸
時
代
（
約
三
百
年
前
）
が
姿
を
み
せ
ま

し
た
。

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
こ
の
調
査
の
報
告
展
と
、
こ

れ
ま
で
に
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
考
古
資
料
の

紹
介
・
展
示
を
、
６
月
30
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

矢
島
町
の
地
下
に
眠
る
歴
史
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
展
示
に
あ
た
り
ま
し
て
、
発
掘
調
査
・
展
示
資
料

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
参
考
展
示
に
、
矢
島
町
の
各
遺
跡
と
同
時
代
の
遺

跡
に
当
た
る
、
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵

の
戸
平
川
遺
跡
（
秋
田
市
）・
中
谷
地
遺
跡
（
五
城
目

町
）
、
秋
田
県
立
博
物
館
所
蔵
の
県
指
定
有
形
文
化

財
・
穀
丁
遺
跡
（
秋
田
市
）
出
土
品
を
展
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
授
業
に
も
活
用

　
４
月
17
日
（
水
）、
小
学
校
６
年
生
が
資
料
館
で
矢

島
の
歴
史
と
縄
文
・
弥
生
時
代
に
つ
い
て
の
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　
木
村
太
一
郎
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら
資
料
館
に
、
来

館
者
の
方
々
へ
の
お
み
や
げ
と
し
て
か
わ
い
ら
し
い
、

カ
エ
ル
・
う
さ
ぎ
・
カ
ニ
の
折
り
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
受
付
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
来
館
の
際
に
は

ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

矢島町からの出土品を展示

６年生が資料館で歴史の勉強



「光ファイバー網整備」　アンケート結果！

　３月全戸を対象に行なった「光ファイバー網整備・テレビ共同受信」に関するアンケート調査の集計がお

わり、下記のような結果がでましたのでお知らせいたします。

アンケートの意見、感想（抜粋）

●ブロードバンド時代にあって、町内の通信はＡＤＳＬも使えないなど立ち遅れていると思う。光ファイバー

　の整備はぜひ実現していただきたい。問題は料金で１３,０００円の利用料は非現実的です。

●便利になって行く事も大切だが、負担増になることにより生活が今より苦しくなることを考える町民が多

　いと思う。何事もより慎重に全町民の生活レベルを考えて進めてほしい。

●光ファイバーに関しては、若い世代の人達がこれからの時代に対応できるようにすることは賛成。町の発

　展にもつながると思う。共同受信に関しては特になし。

●将来は利用度大と考えるが、農業収入減やリストラ等により経済的に大変と思う。年金暮らしの高齢者や

　低収入者の事も一考してほしい。光ファイバー網設備と利用負担等が安価ならぜひ利用したい。

●町にＡＤＳＬが入ってから、パソコンを購入しようと思っていたが、ＮＴＴに確認したら予定がないと言

　われた。今後はブロードバンドの時代です。子供たちのためにも１日も早く導入してもらいたい。

●いずれ我町も市町村合併すると思われるので、今回の件に関わらずいろいろな社会基盤整備、生活環境整

　備を合併前に計画実施することが肝要である。

●時の流れは分からないでもないが、今ここに住んでいる大多数の高齢者のための施策にお金を使うべき、例

　えば町内の地域に小さな老人ホームを作り、地域の中に老人の生きがいを持てる社会を。

配布数　　　１,８４６

回収数　　　１,３０５

回収率　  ７０．６９％

家族構成�

幼　児� 166 20代� 365 60代� 630

小学生� 236 30代� 383 70代� 893

中学生� 146 40代� 646 男性� 1951

高校生� 200 50代� 578 女性� 2066

Ｑ１　あなたの家にはパソコンが�
　　　ありますか�

ある� 547 42.01％�

ない� 704 54.07％�

購入検討中� 51 3.92％�

計� 1302 100.00％�

Ｑ２　パソコンを使ってインターネットを�
　　　していますか�

している� 250 19.16％�

していない� 316 24.21％�

無回答� 739 56.63％�

計� 1305 100.00％�

Ｑ３　今後、パソコンを使ってインター�
　　　ネットをしたいと思いますか�

したい� 213 29.14％�

したくない� 210 28.73％�

どちらともいえない� 308 42.13％�

計� 731 100.00％�

Ｑ４　現在接続しているインターネット回線�
　　　速度についてどう思いますか�

満足している� 361 4.40％�

不満である� 142 56.80％�

どちらともいえない� 72 28.80％�

計� 250 100.00％�

Ｑ５　あなたは町内に光ファイバー網（インター�
　　　ネット用）が整備された場合利用したいと�
　　　思いますか�

してみたい� 264 20.23％�

思わない� 468 35.86％�

わからない・無回答� 573 43.91％�

計� 1305 100.00％�

Ｑ６　してみたいと思わないのはどのような�
　　　理由ですか�

料金が高いから� 314 60.38％�

情報がないから� 147 28.27％�

その他� 59 11.35％�

計� 520 100.00％�



アンケートの意見、感想（抜粋）

●テレビ共同受信（月額５００円）程度に出来るように。

●共同受信を止めたいのですが、止めるとき賦課金を取られるので止められません。

●現在共同アンテナに入っているが、テレビの映りが悪くなっても対応がない。（対応していると思われます

　が良くならない）もしこの企画が実行されるのであれば、きちんと対応していただきたい。

●現在、我家のテレビは非常に映りが良くありません。天候が良くないと増して画像が乱れます。その状況

　でテレビを見ることも多々あります。視力低下にもつながりますので、共同受信になれば非常に有り難い

　と思います。是非お願いいたします。

●今更町内全域対象の共同受信組合云々と言うのは遅い話である。

アンケートを実施して

　このアンケートを実施して町民皆様の意識を確認できた他、多くの貴重な意見も頂くことができ誠にあり

がとうございました。集計結果では、パソコン普及率やインターネット利用率が予想以上に率が高く、光ファ

イバー網整備では利用料金が13,000円の高額にもかかわらず264世帯が利用したいと考えており、町民の

情報基盤整備に関しての要望の高さが表われております。町民が都市部との情報格差を認識し、その格差を

なくし都市部と同じ生活をしたいと思っていることとが伺えます。

　テレビ共同受信については、現在約半数の世帯

が、組合に加入して共同受信を行なっております

が、各組合の施設消耗度により意識が違っている

ように思われます。今後、テレビ共同受信施設も

老朽化することを考えると光ファイバー網整備を

実施する場合は、光ファイバー網の効率的な活用

という点からもテレビ共同受信を考えていくべき

かと思われます。

　今後、このアンケート結果をもとに、事業実施

に向け検討していきたいと考えております。

Ｑ７　あなたの家では、テレビの受信状態は�
　　　どうですか�

とても映りが良い� 267 20.60％�

ふつう� 846 65.28％�

映りが悪い� 183 14.12％�

計� 1296 100.00％�

Ｑ８　あなたの家では、テレビ受信をどの�
　　　ように行なっておりますか�

アンテナ設置� 651 51.42％�

共同受信組合� 615 48.58％�

計� 1266 100.00％�

Ｑ９　現在加入している共同受信組合の年間�
　　　組合費（利用料）はいくらですか�

平均利用料� 3,648

Ｑ１０　もし、町内全域を対象としたテレビの�
　　　　共同受信を行なうとすれば受信組合に�
　　　　加入しますか�

加入する� 483 38.95％�

加入しない� 320 25.81％�

どちらともいえない� 404 32.58％�

その他� 33 2.66％�

計� 1240 100.00％�

Ｑ１１　光ファイバー網を利用してテレビの�
　　　　共同受信を行なうことについてどう�
　　　　思いますか�

是非やってほしい� 331 26.74％�

やらなくてもいい� 206 16.64％�

どちらともいえない� 675 54.52％�

その他� 26 2.10％�

計� 1238 100.00％�



矢島小学校（４月４日）

新入生　４６名　

　（男子２７名、女子１９名）

６年生と一緒に手をつなぎ入場する新入生。

担任の先生にひとり一人名前を呼ばれると、大き

な声で「ハイ」と返事をしていました。

校長先生から、

①あいさつをがんばる

②勉強をしっかりやる

③掃除をきちんとする

と３つのお願いがありました。

矢島保育園（４月６日）

新しいおともだち　３０名

新しいおともだちを迎える会が行なわれ、園長先

生より入園児ひとり１人にプレゼントが手渡され

ました。また、在園児から「おゆうぎ」、先生から

は｢手遊び、パネルシアター｣などが行われ、新し

いおともだちを歓迎しました。

矢島中学校（４月４日）

新入生　７５名　　　

（男子４７名、女子２８名）

期待の中学生活が始まる入学式。

緊張したおももちで入場した新入生に「自分を大

切にし、自らを鍛え、あいさつのしっかりできる

中学生になって下さい」と校長先生より式辞があ

りました。

新入生を代表して佐藤光成君（水上）から「自分

達ひとり一人目標を持ち、勉強に部活動に頑張っ

ていきます。」と抱負がありました。

矢島高校（４月９日）

新入生　１１３名

（男子７３名、女子４０名）

校訓である「不憤不敬」とは、自らをみつめ、自

ら学ぶ姿勢を持ち、真に学ぶ者の姿を示していま

す。また３年間の生活を自分の目標に向って積極

的に進んでほしい。と校長先生の式辞がありまし

た。

新入生代表　東海林　大君（舘町）

それぞれの夢に向かって

入　学　式



み
ん
な
の
善
意

◎
社
会
福
祉
法
人
矢
島
町
社
会
福

　
祉
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業

　
の
た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
し

　
て
寄
付
金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
新
　
丁
、
金
子
貞
夫
様
（
御
令

　
室
梶
子
氏
香
典
返
し
）

○
下
山
寺
、
伊
東
清
雄
様
（
御
母

　
堂
ト
ミ
ヲ
氏
香
典
返
し
）

○
矢
　
越
、
相
庭
次
男
様
（
御
母

　
堂
一
ヨ
氏
香
典
返
し
）

○
水
芭
蕉
　
代
表
　
佐
藤
芳
郎
様

　
（
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金
）

家を建てる人に

乾燥秋田スギ柱材をプレゼント
提 供 材：乾燥秋田スギ柱材

　　　　　　　　（構造材　含水率20％以下）

規　　格：12㎝（４寸）角、長さ３m

　　　　　１戸当たり90本を上限とします。

提供数量：100戸分

　　　　　　　（1回目50戸、2回目50戸）

募集時期：１回目は5月1日～20日

　　　　　２回日は7月10日～31日

申 込 先：あきた県産材利用センター

　　　　　℡018‐837‐8095

　なお、申請書は市町村役場、総合農林事務

所、建設事務所に備え付けております。

矢島町農業委員会委員

　一般選挙

　立候補予定者の

　　　　　　みなさんへ
　平成１４年７月１９日に任期が満了する

矢島町農業委員会委員の一般選挙は、全国統

一の期日で選挙が執行される予定ですが、そ

の期日はまだ確定しておりません。

　この選挙に立候補予定される皆さんへの届

出等の説明会の日程については６月号広報で

お知らせいたします。

　お問合せ　　矢島町選挙管理委員会まで

　　　　　　　電話５５－４９５１

矢島町お達者地域づくり事業

ふれあい歌声喫茶で　　　　

　　　　一緒に歌おう！
　出前歌声喫茶グループ「ともしび」が東京新

宿からやってきます。日本の歌や世界の歌、民

謡など幅広いレパートリーで楽しませてくれま

す。

○日　時　

　　平成１４年６月１５日（土曜日）

　　午後１時３０分～３時３０分

○会　場　矢島町日新館

○参加費　３００円（飲み物代、菓子代として）

　　※入場整理券をお求め下さい。

　　整理券が必要な方は下記の問い合わせまで

○問い合わせ先　

　　矢島町役場　福祉保健課（５５―４９６０）

　主催／秋田県健康長寿推進チーム

　共催／矢島町

観
桜
会
協
賛
　
第
53
回

本
荘
市
由
利
郡
春
季
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
20
日

★
高
校
の
部

３
段
男
子

　
優
　
勝
　
三
森
健
介
（
田
中
町
）

　
準
優
勝
　
佐
藤
　
翔
（
築
　
舘
）

２
段
男
子

　
３
　
位
　
佐
藤
将
広
（
上
新
荘
）

★
矢
島
中
学
校

初
段
男
子

　
３
　
位
　
佐
々
木
翔
（
沢
　
内
）

１
級
男
子

　
３
　
位
　
小
番
潤
一
郎
（
水
上
）

１
級
女
子

　
優
　
勝
　
金
子
あ
や
（
下
山
寺
）

　
準
優
勝
佐
藤
ま
ゆ
子
（
荒
　
沢
）

２
級
男
子

　
３
　
位
　
佐
藤
裕
平
（
谷
地
沢
）

★
矢
島
小
学
校

３
級
女
子

　
準
優
勝
　
佐
藤
綾
子
（
上
新
荘
）

４
級
男
子

　
優
　
勝
　
佐
藤
　
基
（
上
野
平
）

　
３
　
位
　
本
多
　
学
（
大
川
原
）

　
敢
闘
賞
　
土
田
竜
平
（
新
　
所
）

５
級
男
子

　
３
　
位
　
柴
田
元
気
（
七
日
町
）

全
県
中
学
校

　
　
選
抜
招
待
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
20
日

男
子
　
準
優
勝
　
矢
島
中
学
校

矢
島
小
学
校
入
賞
者



―くらしに役立つ　行政相談―

　日頃、困っていること、知りたいこと

を相談してみませんか！

　私たちのくらしは、行政と深くかかわっ

ております。役所の仕事について、“説明に

納得がいかない”“処理がおかしい”“どう

したらよいかわからない”といった苦情や

要望を行政相談委員がお聞きし、秋田行政

評価事務所と協力してその解決を促進して

くれます。この相談制度の理解と認識を深

めるため、５月２０日から２６日を「春

季行政相談強調週間」として、各種事業が

展開されます。矢島町においても次の日程

で相談日を開設しますのでお気軽にご利用

下さい。

※矢島町担当　行政相談委員　佐藤重夫氏

　　　　　　　　　（郷内　℡55ー3391）

☆相談日　５月１３日、２７日

　　　　　（毎月第２、第４月曜日開設）

☆時　間　午前９時～午後３時

☆場　所　矢島町福祉会館

※相談は無料で、秘密は守られますのでご

安心下さい。

　この度、空手スポーツ少年団・空手サークル合同の

奉仕作業が行われました。

　団員・サークル員が手分けをして普段お世話になっ

ている青少年ホームの窓拭きや床掃除に、約１時間ほ

ど汗を流しました。

　この奉仕作業は、礼を重んじる空手の精神にのっと

り、空手スポーツ少年団・空手サークルの恒例行事と

して毎年続けているものです。

　
花
立
観
光
推
進
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
言
ま
と
ま
る

　
広
域
観
光
が
う
た
わ
れ
る
中
、

鳥
海
高
原
に
お
け
る
花
立
エ
リ
ア

の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
く
、

昨
年
３
月
か
ら
活
発
に
研
究
・
意

見
交
換
を
行
な
っ
て
き
た
花
立
観

光
推
進
委
員
会
（
委
員
長
・
佐
藤

公
氏
）
の
提
言
が
こ
の
度
ま
と
ま

り
、
３
月
29
日
に
矢
島
町
長
に
報

告
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
は
じ
め
に
現
時

点
で
の
花
立
地
区
の
状
況
を
様
々

な
視
点
か
ら
分
析
・
評
価
し
、
さ

ら
に
昨
今
の
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や
、

競
合
す
る
他
地
域
と
の
比
較
、
花

立
地
区
が
持
っ
て
い
る
優
位
性
な

ど
を
列
挙
し
た
上
で
、
総
合
的
見

地
か
ら
方
向
性
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の
面
で
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
や
、
環

境
教
育
・
自
然
体
験
を
主
体
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
ソ
フ
ト
面

の
充
実
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ユ
ー
ス
プ
ラ
ト
ー

で
の
研
修
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
環
境
整
備
を
行
な
う

場
合
は
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

計
画
を
作
成
す
る
べ
き
で
、
花
立

高
原
及
び
鳥
海
山
の
貴
重
な
自
然
・

高
山
植
物
な
ど
が
あ
っ
て
の
観
光

地
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、

今
後
の
観
光
開
発
の
あ
り
方
を
慎

重
に
模
索
す
る
よ
う
に
提
言
し
て

お
り
ま
す
。

　
矢
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
次
に
よ
り
ル
ー

ル
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
〜
11
時
30
分

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
公
園

(

雨
天
時
は
屋
内
運
動
広
場)

※
用
具
は
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い



“こちら情報センター”
14年度の IT講習会受講生募集！！

　
第
三
二
四
回

　
　
矢
島
短
歌
会
三
月
例
会

　
　
　
　
講
師
選
歌
　
藤
田
嘉
樹

酒
の
座
に
吹
雪
と
な
り
し
落
花
か
な

齋
藤
　
　
瑞

仮
り
寝
す
る
姑
を
越
し
て
春
日
暮
る

佐
藤
真
都
子

ふ
と
こ
ろ
の
深
き
山
峡
夕
霞

佐
藤
ア
ヤ
子

若
草
の
可
憐
さ
に
妻
を
呼
び
み
と
れ

齋
藤
　
　
茂

駆
け
足
で
桜
前
線
北
上
す金

子
　
京
子

も
み
じ
の
芽
赤
く
ほ
ぐ
る
る
春
の
雨

佐
藤
ト
キ
女

濡
る
ま
で
し
ば
し
間
の
あ
り
春
の
雨

佐
藤
木
の
実

連
翹
の
垣
根
の
続
く
城
下
町

正
木
　
禮
子

み
ち
の
く
の
花
の
魁
舞
踊
シ
ョ
ー

佐
藤
柳
四
郎

学
び
舎
も
週
休
二
日
つ
く
つ
く
し

鞍
馬
　
賢
治

花
よ
り
も
団
子
の
組
ら
う
ら
若
し

佐
藤
　
勝
男

徒
ら
の
深
夜
の
電
話
四
月
馬
鹿

北
島
や
す
雄

　町では、情報技術の活用普及を図るため１３年２

月から１７回にわたりＩＴ講習会を開催してきまし

た。１４年度は下記により２回の開催を予定してお

ります。社会全体が急速にＩＴ化の方向に向かって

おり、今後益々パソコンやインターネットを利活用

する機会が増大することと思います。是非、この機

会にパソコンに触れて操作の仕方を習得してみては

いかがでしょうか。

　●開催期日

　第１回（　時間　18:30～20:30　）

　５月１３日（月）・１５日（水）・１６日（木）

　　　２０日（月）・２２日（水）・２４日（金）

　第２回（　時間　18:30～20:30　）

　６月　３日（月）・　５日（水）・　７日（金）

　　　１０日（月）・１２日（水）・１４日（金）

　●受講場所　矢島町日新館研修室

　●募集人員　各講座　２０名

　　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）

　●申し込み・問い合わせ

　　　　矢島町公民館（日新館内）

　　　　TEL56-2203　　FAX55-4224

※この講座は、国の支援を受け開催されるため受講

費用は無料です。

ＩＴ講習のようす

晴
れ
や
か
に
軒
の
氷
柱
の
ド
レ
ミ

フ
ァ
ソ
時
に
ド
ド
レ
と
変
調
も
あ
る

佐
藤
ア
ヤ
子

酒
し
ら
べ
近
く
に
来
し
と
聞
き
し
母

急
ぎ
帰
り
て
落
ち
つ
か
ざ
り
き

佐
々
木
リ
ヨ

雪
解
け
の
弾
み
て
郷
く
し
ず
く
の
音

春
の
兆
し
の
調
べ
と
し
聞
く

加
賀
谷
　
栄

切
ら
れ
て
も
ほ
の
ぼ
の
百
合
の
香
り

く
る
己
が
命
を
放
つ
が
ご
と
く

佐
藤
　
洋
子

八
橋
雛
飾
り
て
偲
ぶ
と
お
つ
祖
よ
も

ぎ
大
福
手
作
り
供
へ

佐
藤
　
幸
子

雪
晴
れ
て
八
汐
の
嶺
を
見
は
る
か
す

母
と
別
れ
し
か
の
峠
路

伊
東
　
房
代

山
の
宿
に
傘
寿
の
祝
い
と
集
い
た
る

う
か
ら
の
上
に
眉
月
が
冴
ゆ

佐
藤
　
ヤ
ス

孫
の
手
に
わ
が
手
を
重
ね
折
り
上
げ

し
鶴
は
ひ
と
り
の
夜
半
の
語
り
べ

佐
藤
真
都
子

誕
生
日
の
ケ
ー
キ
の
燭
の
太
く
燃
え

甥
す
こ
や
か
に
一
歳
と
な
る

佐
藤
千
賀
子

沖
に
吹
く
風
の
い
た
づ
ら
モ
ク
モ
ク

と
雲
は
た
ち
ま
ち
飛
島
覆
う

茂
木
　
富
子

水
底
に
魚
眠
ら
し
め
さ
や
さ
や
と
子

守
歌
め
き
川
は
流
る
る

金
子
　
四
郎

八
塩
嶺
の
冬
虹
見
つ
つ
息
子
の
帰
宅

遅
き
を
煩
う
心
な
ご
み
ぬ金

子
　
京
子

　
講
師
詠
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

手
び
ね
り
の
織
部
茶
碗
の
存
在
感
亡

き
吉
美
師
の
短
歌
を
思
わ
す

や
ま
め
四
月
例
会

ＴＶ電話ビデオ・オン・デマンド装置

下記電話番号にダイヤルすることにより各種

情報を見ることができます。

　　行政・福祉情報　　　　　　29-5020

　　観光・イベント情報　　　　29-5021

　　公共施設予約状況　　　　　29-5032

　ホームページアドレス

　　http://www.town.yashima.akita.jp

　メール

　　kikaku@town.yashima.akita.jp

お
や

こ
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《相談・健診》
◎なんでも健康相談
　日時　5月30日（木）
　　　　午前9時30分～11時30分
　場所　保健センター
　※健康に関する相談、体脂肪率や血圧測定、
　　赤ちゃんの計測など実施しています。
　　お気軽にいらして下さい。
◎3歳児健診
　日時　5月8日（水）午後1時
　場所　保健センター
　対象　平成10年10月～12月生
　　　　平成11年1月生
　（持参するもの）
　　母子手帳、アンケート用紙
　※アンケート票後ろの視力・聴力の検査セットで
　　必ず検査を済ませて来て下さい。
　　（検査セットの無い方は福祉保健課まで
　　連絡下さい。）　　℡５５―４９６０
◎2歳児健診
　日時　5月10日（金）午後1時
　場所　保健センター
　対象　平成11年11月～12月生
　　　　平成12年1月～2月生
　（持参するもの）
　　母子手帳、アンケート用紙、タオル
　※歯垢の染め出しチェックを実施しますので
　　自宅で歯磨きをして来て下さい。
◎乳児健診
　日時　5月30日（木）午後1時
　場所　保健センター
　対象　平成13年5･7･10月生
　　　　平成14年1月生
　（持参するもの）
　　母子手帳、記入したアンケート用紙、
　　バスタオル
　※1月生の方は「母子健康相談票」を持って
　　きて下さい。

《予 防 接 種》
◎ポリオ
日時　5月17日(金)午後1時
場所　保健センター
対象　平成14年1月生まれまでで2回投与してい
な　　　い乳幼児
※母子手帳と記入した予診票を持参して下さい。
◎日本脳炎Ⅰ期（要予約）
　実施日・場所
　※下記のうち希望される医院で接種して下さい。
　　　5月14日（火）　佐藤医院
　　　5月21日（火）　大井医院
　　　5月29日（水）　木村医院
　受付時間　午後1時30分～2時
　対象①平成11年6月生まれまでで2回終
　　　　了していない幼児
　　　②Ⅰ期2回目終了後1年経過した幼児
　※希望の1週間前までに医院に予約の電話
　　をして下さい。
　※母子手帳と記入した予診票を持参して下さい。
　※6月も日本脳炎の予防接種を予定しています。

◆
◆
◆
　
健
（
検
）
診
が
始
ま
り
ま
す
　
◆
◆
◆

　
が
ん
を
始
め
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
や

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状

の
な
い
ま
ま
進
行
す
る
病
気
で
す
。
健
診

は
体
内
の
異
常
を
知
ら
せ
る
か
す
か
な
サ

イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
病
気
の
早
期
発
見

に
役
立
ち
ま
す
。
健
診
の
目
的
は
「
病
気

を
早
期
発
見
し
、
芽
を
摘
み
取
る
こ
と
」

そ
し
て
「
結
果
を
生
活
改
善
に
活
か
す
」

こ
と
で
す
。

　
年
に
１
回
は
何
ら
か
の
機
会
を
利
用
し
、

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
20
日
か
ら
胸
部
総
合
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
先
日
全
戸
配
布
し
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
申
し
込
み
用
紙
に
基
づ

き
、
町
の
検
診
を
希
望
さ
れ
た
方
に
通
知

書
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
検
診
当
日
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
い
ら
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
申
し
込
み
を
し
忘
れ
た
方
、
変
更
の

あ
る
方
は
福
祉
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　
ま
た
、
各
種
検
診
の
自
己
負
担
は
表
の

通
り
で
す
が
、
次
の
方
々
か
ら
は
徴
収
致

し
ま
せ
ん
。

　(

一
部
昨
年
と
額
が
変
わ
っ
て
い
ま
す)

◎
70
歳
以
上
の
方

◎
65
〜
69
歳
の
方
で
老
人
医
療
受
給
者
証

　
を
お
持
ち
の
方

◎
平
成
13
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

平成14年度胸部総合検診日程表

※割り当てされた日に都合の悪い場合、どの会場で受診
　されても良いので忘れずに受診して下さい。

月日� 場　所� 時　間� 対　象　地　区�

5/20�
(月)

川原小坂会館�  9:30～ 川原小坂、田中�
砂子沢会館� 10:40～ 砂子沢、沢内�
杉沢会館�  1:00～  杉沢、小板戸�
木在会館�  2:00～  木在�

5/21�
(火)

立石児童館�  9:30～
持子、八ツ杉、中山、上野平、�
上野、十二ケ沢、軽井沢�

中屋敷児童館� 10:50～ 中屋敷�
新荘改善センター�  1:00～  上新荘�
坂之下会館�  1:50～  坂之下、坂之下郷内�

5/22�
(水)

谷地沢会館�  9:30～  谷地沢、桃野�
濁川児童館� 10:20～ 濁川�
熊之子沢会館� 11:10～ 熊之子沢、大谷地�
大川原会館�  1:30～  長泥、大川原、新町�

5/23�
 (木)

新所会館�  9:30～ 新所�
郷内児童館� 11:00～ 郷内、御嶽�
九日町会館�  1:00～  九日町�
須郷田会館�  1:40～  須郷田、成沢�
荒沢会館�  2:10～  荒沢�

5/24�
(金)

上原会館�  9:30～  上原�
金ケ沢会館� 10:10～ 金ケ沢�
田沢会館� 10:40～ 田沢�
矢越会館� 11:10～ 矢越�
保健センタ－�  1:30～  日割りに都合のつかない人�

5/27�
(月) 福祉会館�

 9:30～ 矢島町、丸森、城新、水上、上ノ山�
 1:00～  田中町、新丁、舘町、七日町、新道、針ケ岡�

5/28�
(火) 保健センター�

 9:30～ 下山寺、豊町、栄町、栄町住宅�
 1:00～  羽坂、山寺、小田、沖小田、小田住宅、築舘�



お問い合わせ先　生活・環境課　住民係　℡５５－４９５９

　国民年金保険料は昨年度と同額の月１３，３００円です。保険料を未納のままにしてお

きますと将来年金を受けられなくなる場合もあります。忘れずに納めるようにしましょう。

　ところで、最近の不況により仕事が思うようにない等の理由で経済的に納付が困難な場

合、免除の制度があります。また、学生につきましては納付特例制度がありますので、該

当される方は申請願います。

　なお、免除等の始期は申請した月の前月からとなりますので、お早めに届け出願います。

　　①保険料の免除（全額・半額）前年の所得により決定されます。

　　②学生の納付特例制度

　　　学生本人の所得が一定以下であれば、学生期間中は保険料を納めないで、その期間

　　　から十年以内に納める（追納）制度が設けられました。

 　　いずれも毎年申請をして承認を受けることが必要です。

★
児
童
手
当
制
度
と
は
…

  

児
童
手
当
と
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
手
当
て
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の

社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
を
目
的

と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

★
支
給
対
象
と
な
る
方
は
…

　
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

（
受
給
者
）
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
に
は
、
手
当
て
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

★
支
給
さ
れ
る
額
は
…

　
　
第
１
子
〜
月
額   

五
、
〇
〇
〇
円

　
　
第
２
子
〜
月
額   

五
、
〇
〇
〇
円

　
　
第
３
子
以
降

　
　
〜
月
額
一
〇
、
〇
〇
〇
円
が
受
給
者

　
　
の
住
所
地
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

★ 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
…

　
・
認
定
請
求
書
（
役
場
に
あ
り
ま
す
。
）

　
・
年
金
加
入
証
明
書
（
役
場
に
あ
り
ま

　
　
す
。
受
給
者
が
会
社
員
等
の
場
合
提

　
　
出
が
必
要
で
す
。
）

　
・
印  

鑑

　
・
請
求
者
（
受
給
者
）
の
銀
行
等
の
口

　
　
座
番
号

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
た
だ

く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
毎

年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

  

こ
の
届
け
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

  

届
出
が
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手
当
が

支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
届
出
用
紙
は
６
月
期
分
の
支
払

通
知
に
同
封
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
等
で
該
当

に
な
ら
な
か
っ
た
方
も
、
昨
年
の
所
得
に

よ
っ
て
は
新
た
に
該
当
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
、
５
月
中

に
認
定
請
求
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
・
環
境
課
　
℡
55
‐
４
９
５
９
ま
で

ご
存
じ
で
す
か
児
童
手
当
制
度

　
　
現
　
況
　
届

各種健（検）診の自己負担金

年金保険料の免除及び

　　　　　学生の納付特例について

健（検）診名� 対象経費�自己負担額�

胸部総合検診� 1,300円� 無料�

喀 痰 検 査� 2,000円� 500円�

基 本 健 診� 7,750円� 1,500円�

胃　検　診� 3,900円� 1,000円�

子宮がん検診� 3,900円� 1,000円�

乳がん検診� 1,900円� 500円�

大 腸 検 診� 1,600円� 500円�

前立腺検診� 1,920円� 1,000円�



交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
平
成
14
年
度
由
利
高
校
同
窓
会

・
ゆ
り
の
会
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

▼
日
　
時
　
６
月
16
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
２
時
20
分

▼
場
　
所

　
本
荘
市
　
「
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
」

▼
会
　
費
　
三
、
〇
〇
〇
円

▼
申
込
み
　
６
月
１
日(

土)

ま
で

　
支
部
長
（
渡
辺
元
子
）
へ
連
絡

　
く
だ
さ
い
。
℡
55
―
２
２
７
３

交
通
事
故
相
談
所
の
利
用
案
内

　
交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
の
相

談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

▼
場
　
所
　
由
利
地
方
部
県
民
室

▼
担
当
者
　
交
通
事
故
相
談
員

▼
日
　
時
　

　
土
日
祝
日
・
毎
月
第
２
水
曜
日

　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く

　
毎
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分

▼
内
　
容
　

　
事
故
の
手
続
き
、
損
害
賠
償
等

▼
問
合
せ
　

　
事
前
に
電
話
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
℡
22
―
５
４
３
１
）

本
荘
高
校
創
立
百
周
年

第
50
回
記
念
定
期
演
奏
会
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
　
案
　
内

　
本
荘
高
校
創
立
百
周
年
に
あ
た

り
第
50
回
記
念
定
期
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
　
時
　
５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
　
開
演

▼
場
　
所
　
本
荘
文
化
会
館

▼
入
場
料
　
五
〇
〇
円

▼
内
　
容

《
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
》

《
Ｏ
Ｂ
ス
テ
ー
ジ
》

《
ポ
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
》

▼
期
　
日

　
５
月
29
日
（
水
）・
30
日
（
木
）

▼
会
　
場
　

　
本
荘
市
　
「
本
荘
由
利
地
域
職

　
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
」

▼
受
講
料
　
四
、
〇
〇
〇
円

▼
申
込
期
間

　
４
月
22
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
５
月
22
日
（
水
）

ま
で
、
最
寄
の
消
防
署
、
分
署
へ

申
込
願
い
ま
す
。

　
（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

矢島町林業作業員臨時職員募集

◆勤務内容　　　町有林の枝打・間伐

◆募集人員　　　３名

◆募集資格　　・矢島町在住で概ね55歳までの離職者

　　　　　　　・自動車普通免許取得者

　　　　　　　・刈払機・チェンソー使用可能者

◆勤務時間･賃金　矢島町臨時的任用職員任用管理規定

　　　　　　　　 による

◆雇用期間　　　 ６月１日から６ケ月（更新なし）

◆加入保険　　　 社会保険・厚生年金・雇用保険

◆申込み方法　　 履歴書に自筆記入

◆申込み期間　　 平成１４年５月１５日（水）まで

◆提　出　先　　 矢島町役場農林課

◆採用方法　　　 書類審査選考及び面接試験

◆お問い合せ先　 矢島町役場農林課

　　　　　　　　　　　　　　℡５５－４９５６

由
利
高
校
同
窓
会

「
ゆ
り
の
会
」
総
会
に
つ
い
て

平
成
14
年
度
甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
実
施
案
内

パ
ー
ト
ヘ
ル
パ
ー
募
集

　
矢
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

訪
問
介
護
事
業
所
の
ヘ
ル
パ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
若
干
名

▼
募
集
資
格
　
２
級
ヘ
ル
パ
ー

勤
務
内
容
等
詳
細
は
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
（
℡
56
―
２
９
１
０
）

　
本
年
も
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

に
よ
り
次
の
と
お
り
例
大
祭
が
執

行
さ
れ
ま
す
。
町
民
皆
様
の
参
詣

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
宵
　
宮
　

　
５
月
１
日
（
水
）
午
後
６
時

▼
例
大
祭
　

　
５
月
２
日
（
木
）
午
前
10
時

▼
場
　
所
　
矢
島
招
魂
社

　
矢
島
招
魂
社
例
大
祭
の

　
　
　
　
　
　
ご
　
案
　
内

　
工
事
の
た
め
左
記
の
と
お
り
交

通
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

▼
工
事
名
　
道
路
災
害
防
除
工
事

▼
場
　
所
　

　
　
　
前
杉
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
内

▼
制
限
の
方
法

　
　
　
昼
間
片
側
交
互
通
行

▼
制
限
期
間
及
び
時
間

　
　
４
月
15
日
〜
12
月
20
日

　
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
平
成
14
年
度
法
要
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

▼
托
鉢
修
行
　
５
月
11
日
（
土
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
12
時

　
道
順
（
水
上
、
家
中
、
小
田
、

　
　
　
城
新
、
舘
町
、
田
中
町
、

　
　
　
七
日
町
、
豊
町
、
栄
町
、

　
　
　
新
町
、
山
寺
、
新
丁
）

▼
花
ま
つ
り
法
要
６
月
１
日
（
土
）

　
稚
児
行
列
　
午
前
９
時
30
分

　
道
順
（
矢
島
駅
、
豊
町
、
舘
町
、

　
　
田
中
町
、
七
日
町
、
新
丁
）

　
法
要
　
午
前
11
時
　
廣
祐
寺

一
般
の
方
々
の
参
詣
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
主
　
催
　
　
矢
島
町
佛
教
会

　
当
番
寺
　
　
廣
　
祐
　
寺

花
ま
つ
り
並
び
に

　
　
　
　
戦
没
者
追
悼
法
要



▼
日
　
時
　
６
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

▼
場
　
所
　
鳥
海
町
健
康
広
場

▼
内
　
容
　

　
歌
謡
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

　
ミ
ス
ち
ょ
う
か
い
コ
ン
テ
ス
ト

　
百
宅
そ
ば
早
食
い
大
会
な
ど

▼
お
問
い
合
せ

　
鳥
海
町
役
場
企
画
観
光
課

　
　
　
　
　
℡
57
―
２
２
０
２

鳥
海
町
　

　
２
０
０
２
鳥
海
町
新
緑
祭
り

東
由
利
町
　
黄
桜
ま
つ
り

▼
日
　
時
　

　
５
月
４
日
（
土
）
・
５
日
（
日
）

▼
場
　
所
　
八
塩
い
こ
い
の
森

▼
内
　
容
　

　
４
日
　
午
後
７
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
湖
上
花
火
大
会

　
５
日
　
午
後
１
時
〜

　
　
　
　
黄
桜
歌
謡
シ
ョ
ー

▼
お
問
い
合
せ

　
東
由
利
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
℡
69
―
２
１
１
３

▼
日
　
時

　
５
月
12
日
（
日
）
〜
26
日
（
日
）

▼
場
　
所
　
本
荘
公
園

▼
内
　
容
　

　
１
万
本
の
つ
つ
じ
が
色
鮮
や
か

　
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
日
曜
日
に
イ
ベ
ン
ト
あ
り

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
本
荘
市
役
所
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
℡
24
―
６
３
２
３

本
荘
市
　
つ
つ
じ
ま
つ
り

平成14年度　主な行事（予定）

※
正
解
者
１
名
に
粗
品
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

　（
解
答
例  

Ｃ
―
３
・
Ｆ
―
１
）

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
先

　
矢
島
町
七
日
町
字
上
山
寺
29

　
廣
祐
寺
内

　
や
し
ま
囲
碁
同
好
会

●
締
切
は
、
毎
月
10
日
ま
で

　
白
番
で
黒
を
取
る
と
こ
ろ
は

ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

（
４
月
号
解
答
）

　
イ
と
ロ
の
２
ケ
所
で
す
。

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
…
　

囲

碁

講

座

３月救急月報（矢島地区消防組合）
今
月
の
お
楽
し
み
会
は
、

　
★
５
月
25
日
（
土
）

“
子
供
た
ち
と
一
緒
に
手
作
り
お

や
つ
を
し
ま
し
ょ
う
”
で
す
。

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
・
ク
レ
ー
プ
・
焼

そ
ば
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

子
供
館
よ
り
お
知
ら
せ

　４月中の発生　０件
　人身交通事故　４件

　（平成1４年１月～累計）　

　交通死亡事故ゼロ日数

　　　　　　　７２４日
　（平成14年4月22日現在）　

交通事故の発生状況

月　日� 行　　　事�

4月 7 日（日）�防火週間（～13日）�

4月20日（土）�花立観光施設オープン�

5月 1 日（水）�鳥海山山開き�

5月19日（日）�矢島遠州茶会�

5月25日（土）�矢島町総合防災訓練�

5月26日（日）�町民運動会（雨天6月2日に順延）�

6月 9 日（日）�敬老会�

6月中旬� ウォークラリー大会�

7月 7 日（日）�消防操法講習会�

7月13日（土）�健康溝演会�

7月20日（土）�
～21日（日）�

鳥海山遊登山教室�
（スポレクフェスタあきた）�

7月21日（日）�消防訓練大会�

8月 3 日（土）�
～ 4 日（日）�

第16回サイクルロードレース大会�
夏まつり�

8月15日（木）�成人式�

9月 7 日（土）�
～ 8 日（日）�

八朔まつり�

10月中旬� 花立秋まつり�

10月23日（水）�金婚式�

10月下旬� 文化講演会�

11月 2 日（土）�斎藤佳三顕彰音楽会�

11月 2 日（土）�
～ 4 日（月）�

産業文化祭・総合美術展�

11月 3 日（日）�防火週間（～9日）・想定訓練�

12月 6 日（金）�鳥海高原矢島スキー場開き�

12月22日（日）�エランカップスキー大会�

1月 6 日（月）�消防出初式�

2月23日（日）�生涯学習体験発表会�

3月 2 日（日）�全町スキー大会�

出動件数� 搬送人員�

交通事故� ０　件� ０　人�

一般負傷� ２　件� ２　人�

急　　病� １１　件� １１　人�

そ  の  他� ３　件� ３　人�


